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我がクラブの良いところを振返る - その４
【台北に姉妹クラブがある ～これからも良い関係を続けていきます～】
日本への好意度が実に 98.3％！（とても好き＋好きの合計スコア）
と、世界で一番の親日だと言われる台湾。これまでも姉妹クラブ
である台北陽明ロータリークラブを訪れる度に手厚いおもてなし
を受け、盛大な式典とともに訪問するのを楽しみにしています。
多くの先輩会員達が熱い気持ちを持って築き上げてきた深い繋が
りを、これからも大事に育てて未来に繋げていきたいと思います。
今年度は台北でロータリーの国際大会が開催されますので、こち
らも楽しみにしています。

●点　鐘 会　長　　　　　　　　
●ロータリーソング 四つのテスト
●来賓紹介 会　長
●ビジター紹介 親睦活動委員会
●幹事報告・委員会報告
●臨時総会　　　　　　　　　　　　  第67期決算・第68期予算について
●会　食
●土浦RCの思い出 大槻　利夫会員    
  河合　隆 会員
●クラブフォーラム　　　　　　　 ガバナー公式訪問に向けて
●にこにこBOX S.A.A
●出席報告 出席委員会
●点　鐘 会　長
●ロータリーソング R-O-T-A-R-Y

昭彦
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卓話　地域活動『荒川沖ケアカフェ』 髙橋　宏成 会員

前回の例会報告前回の例会報告前回の例会報告
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格調高く、和やかに　  S.A.A

68期事業計画

髙橋　宏成 会員　
卓話ありがとう
ございました

髙橋　宏成 会員　
卓話ありがとう
ございました

奉仕プロジェクト委員会
原田　博夫 奉仕プロジェクト委員長

事業計画
　奉仕プロジェクト委員会は、ロータリークラブ
本来の、社会に向けてさまざまな奉仕活動をする
委員会です。4つの委員会がそれぞれに奉仕活動を
行い、さらに協働して社会への貢献を実践しま
す。
１．各委員会活動の運営を円滑に進めるためのサ
ポート。

２．各委員会の活動に、他の会員も適宜参加し、
相互に交流を深める。

３．各委員会の活動を、委員会内部から、クラブ
全体、分区、地区、RI へと広げ、有意義な奉
仕活動になるように取り組みます。

委員長所見
　各委員会の事業計画に基づき、クラブ運営を通
じて、各委員会が協力し合い、第 68 期会長方針「我
がクラブのよいところを見つめ直し、未来に繋ご
う！」を実践しながら、ロータリーの目標に向かっ
て、円滑な運営を心掛けていきます。

職業奉仕委員会
　鶴田　一郎 職業奉仕委員長 

事業計画
①　職業奉仕月間に地区委員長に卓話を依頼する
②　土浦市主催の健康祭りに会員による健康相談
で参加する

③　職場見学を実施する。同時に秘湯の会を共同
開催する。

委員長所見
職業奉仕は、ロータリークラブの基本概念である
事を念頭に活動する。
クラブ内の事業ばかりでは無く、対外的な活動も
行う。

社会奉仕委員会
關本　淳一 社会奉仕委員長

事業計画
【環境保全】
１．ロータリー財団地区補助金活用事業（水郷公
園ベンチ補修）
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２．市内クリーン活動への参加協力
【人間尊重】
１．ＥＮＤポリオ募金活動
２．児童養護施設「茨城道心園」への寄付
３．かすみがうらマラソンへの支援金・ウォーキ
ング部門への協力

４．地元友好奉仕団体・まちづくり団体への資金
協力

委員長所見
クラブの社会奉仕事業は、昨今のロータリーが重
視している公共イメージの向上に直結する取り組
みです。社会に良いインパクトを与えつつ、ロー
タリークラブの認知度を向上させ、地域とクラブ
のwin-win の関係を目指します。
また、あまり芳しいとは言えないクラブの財政状
況を踏まえ、安易に前年踏襲せず、リソースの選
択と集中・各種事業の精査選別を行い、皆様から
の浄財を有効活用できるよう、各種事業に取り組
んでまいります。さらに、地域との連携を図るべく、
行政、各種ボランティア・パートナー団体、プロジェ
クト関係者等と協力しながら、委員会メンバー一
丸となり活動をしてまいります。
一年間どうぞよろしくお願いいたします。

青少年奉仕委員会
大塚　芳行 青少年奉仕委員長

事業計画
１．土浦ロータアクトクラブの活動を支援・指導
する。

２．土浦ロータリークラブの奉仕活動を通じ積極
的に地域大学生、高校生との交流を図り協力
関係の構築をする。

３．ロータリー青少年指導者養成プログラム（Ｒ
ＹＬＡ）など地区青少年事業への参加。

４．「体験型子ども食堂」の開催。
委員長所見
２８２０地区ではローターアクトクラブの活性化
を行動指針の一つとして掲げております。土浦ロー
タリークラブでは引き続き土浦ローターアクトク
ラブと共に奉仕活動をおこない、その活動を通じ
地域大学生、高校生たたちとの交流を図ることで
未来への投資としてクラブ会員増強、活性化につ
なげていきたいと考えております。

国際奉仕委員会
中島　賢一 国際奉仕委員長

事業計画
１、姉妹クラブである台北陽明RC の記念式典に
参加するメンバーを招集する。

２、次年度に台北で行われるロータリー国際大会
に参加するメンバーを招集する。

３、2026 － 2027 年度で我がクラブ独自のグロー
バルグラントの提唱を行えるように、立案と
下準備を行う。

４、前年度のグローバルグラントのホストクラブ
としてネパールの贈呈式に参加する。

５、周辺地域に住んでいる海外出身の方々との親
睦や意思疎通のために他団体と連携しイベン
トを行い本地域の安全で友好的な素地を作り

上げる。
委員長所見
現在、姉妹クラブとして交流のある台北陽明 RC
への記念式典参加や、今後の国際奉仕の活動への
道標となる可能性のある海外出身者との親睦交流
などを行うため、ある程度の資金が必要になりま
すが、最小の出費で抑えられるように努力したい
と思います。

ロータリー財団委員会
佐藤　ぱうろ ロータリー財団委員長

事業計画
ロータリー財団のプログラム等を通じて、国際理
解、親善、平和の推進に寄与する。
【ロータリー財団寄付に対する地区数値目標の達成支援】
１．ロータリー財団月間に例会場入口で寄付金受
付カウンターを設置

　地区数値目標（⇒クラブ数値目標）
　・年次基金寄付　　　　　　１５０ドル／人
　・ポリオプラス基金　　　　　３０ドル／人
　・恒久基金（ベネファクター）　　１名以上
　・ポリオ・プラス・ソサエティー（PPS）　新
規１名以上

　・ポール・ハリス・ソサエティー（PHS）　会
員への案内

【ロータリー財団プログラムの理解促進と啓発活動】
１．ロータリー財団月間での例会担当
２．ポリオ根絶のための募金・ＰＲ活動等への参
画・協力

３．ウクライナ支援活動等への参画・協力
４．人道的奉仕活動計画に対し地区補助金申請へ
の支援協力

５．その他、地区財団委員会に関連する事項への
対応

委員長所見
R.I. 会長メッセージ「よいことのために手を取り
あおう～ UNITE FOR GOOD～」の「よいこと」
の一丁目一番地が「ポリオ根絶」と私なりに理解
しています。当委員会の伝統的・継続的な担いを
全うしつつ、今期クラブ会長方針やＲＩ・地区の
ヴィジョンに適う活動を行いたいと思います。

米山記念奨学委員会
古德　尚子 米山記念奨学委員長

事業計画
１　奨学生との交流活動
　①特別に２名の奨学生を受け入れたので、奨学
生と良好な関係を構築するためのイベントを
企画・実施する。

　②サポートクラブである阿見ロータリークラブ
への訪問を企画する。

２　寄付推進
　①米山月間に、例会入り口にカウンターを設置
し寄付を募る。

　②寄付目標
普通寄付　　　　５，０００円×４７名
特別寄付　　　３０，０００円×４７名
クラブ寄付　３００，０００　
3　事業への理解促進及び広報活動



つくば学園ロータリークラブ　会長　高田稔美様
　　　　　　　　　　　　　　幹事　五十嵐徹様

来訪ロータリアン

7/17　計49,000円 累計235,000円

にこにこBOX

例 会 予 告

7/31　休会
8/7　ガバナー公式訪問　ガバナー卓話

会　員 欠　席 出　席 免除・欠席 出席率

出 席 報 告

（会場）21 名　（ZOOM）1名

46名 24名 22名 0名 47.82

格調高く、和やかに　  S.A.A

メイクアップ

7/19　奉仕プロジェクト研究会　關本、鶴田、中島

　　米山月間に、事業への理解促進のための卓話
を企画する。

委員長所見
　土浦ロータリークラブの伝統を守り、今年も、1
人 3万円以上の特別寄付を募ります。
　また、今年は、特別に２名の奨学生をお迎えし
たので、親睦を深めるため、カウンセラーと協力
して、様々なイベントを企画したいと考えており
ます。
　米山奨学会は、平和を求め日本との架け橋にな
る人を支援するために立ち上げられた事業です。
かかる事業への理解促進及び広報活動を行ってい
きますますので、一緒に勉強していきましょう。

会計委員会
伊藤　幹生 会計委員長

事業計画
予算執行を的確に行い、円滑なクラブ運営に貢献
する。
委員長所見
承認された予算に基づき、運営資金・奉仕活動資
金の執行について効率的かつ厳正に管理してまい
ります。

ＳＡＡ委員会
菊池　泰正 ＳＡＡ委員長

事業計画
土浦ローターリークラブの伝統と格式を保ち、和
やかな中にも厳かで緊張感のある例会をつくりま
す。
１，会長、幹事をはじめとして出席委員会、親睦
活動委員会、プログラム委員会等と連携を図
りスムーズな例会の運営を行う。

２，例会中の会場の出入りや私語については自粛
して頂けるよう協力をお願いする。

３，奉仕活動の財源でもあるニコニコボックスの
目標額を２５０万円とする。

４，ニコニコボックスの返礼品としてクラブの切
手を製作し、より多くの寄付を募りたい。
（なくなり次第終了）

５，例会の開始・終了時間を厳守することSAA の
第一優先であることを認識して緊張感を持っ
て会場監督にあたる。

６，卓席ごとに花を設置して、例会に気品を添え
る。

７，ミリオンダラーミールを実施する。
委員長所見
　例会はクラブの鏡であることを意識し、平島隆
之会長の活動方針に沿って格調高さの中に、楽し
さ、親睦が共存できる例会作りに取り組んでまい
ります。
　例会参加者が互いに親しみを感じ、心地よく過
ごせる場を提供することが、クラブの発展につな
がっていくと信じていますので、会員、来賓、ビ
ジター等全ての人に有意義な時間をお過ごしいた
だけるよう、丹念に心を配り、参加者の期待に応
えるべく努力いたします。


